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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人照明学会（IEIJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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屋内照明器具の照明率表計算方法 

Method of utilization factor table calculation for indoor luminaires 

 
1 適用範囲 

この規格は，屋内の全般照明における作業面の平均照度を正確に予測するために，屋内照明器具の照明

率表及び固有照明率表の計算方法，並びにその表示様式について規定する。 

ここでいう屋内照明器具とは，天井じか付け器具及び天井埋込み器具のことである。 

なお，参考として照明率表及び固有照明率表の活用事例を附属書 A に，つり下げ照明器具の照明率の簡

易計算方法を附属書 B に，それぞれ記載する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 8105-3 照明器具－第 3 部：性能要求事項通則 

JIS C 8105-5 照明器具－第 5 部：配光測定方法 

JIS Z 8113 照明用語 

JIS Z 9110 照明基準総則 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 8105-3，JIS C 8105-5，JIS Z 8113 及び JIS Z 9110 による

ほか，次による。 

3.1 

作業面 

作業を行う面として定義する照明施設の基準面。屋内照明の場合，特に指定のない場合，床上 0.8 m の

壁面まで続く，床面に平行な仮想的水平面をいう。 

3.2 

照明率，U4 

照明施設の作業面に入る光束の，その施設に取り付けられた個々の光源の全光束の総和に対する比。 

3.3 

固有照明率，u4 

照明施設の作業面に入る光束の，その施設に取り付けられた個々の照明器具からの全光束の総和に対す

る比。 

3.4 

室指数，K 


